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火星の新しい謎
ヘンリ・N・ラッセル博士
　火星は1937年に過去13ヶ年間よりも極めて南面件の出面位置にやって來た．
地球が太陽の用りを1E尾追撃して，火星に追着いた時に，太陽に最も接近した
軌道に火星が翻り，封急心の距離は最少の可能値から遠くは離れて居らない．
　其の結果，火星は特に明るく，木星を全く凌ぎ，此面星座の頭部に在って，
赤道から大急南にあったが，夜牛の塞では一番目立つ星である．望遠鏡で覗く
と，北牛飼の相當高緯度では火星の高度が低くて，所謂シ1イング不良で，塞
氣がレンズに樹して大に安定を鮫くが，詳細を豊富に認められる程大きく見え
る．
　1937年頃火星観測報告の中，ロエル天丈褻のイ・C・スライフア博士は青色
光線で火星の鳥影を撮った所，表面に目立った詳細を現はして居るのは特別に
興味深い．此の意味を充分理解する爲には，一般の遊星窮眞に影響を與へる状
態や火星の特種な状態を想ひ出す必要がある．
　諸遊星は地球との距離に比較して極めて小さいので，望遠鏡の豫も，大望遠
鏡を使っても．ちっぽけなものでしかあり得ない．
　例へば火星の直走は4，200哩である．38，000，000哩の距離は一一最：近と見られ
る星より遠隔に離れて居ない一輪の大さの9・000倍である・
　それでF30吹の鉢物鏡が作る火星の像は僅か直径1粍に過ぎない・
　眼硯屈折鏡は寧ろ焦貼比が小さく，撮影家が用ふ普通の記六法では約f15で
ある．彼様な器械を使って短時間で鮮明に露出するには感度の速い乾板を使ふ
必要がある．
　感度の速い乾板は，最良なものでも，立涙な微粒子を有って居らす・火星の
小さV・直接像も鹸り振i大が出來ない．
　乾板の前面にある普通の距離では，爲眞原板のvンズを結合させて・効果は
あげられる．此のレ’ンズは，露出時闇を増加した明確な値として・焦瓢像を振
大する．二二が全く安定して居る時には，望遠鏡のガィデイングの用意が出來
るから，之は大した損失はない，
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然し室氣獣して全く安定し鋸軸のだカ’ら・酬を長くす？・　E，像隔
揺鵜購影の邪朧する・それで醐匿大したり，酬を長くすると舗あ
る・然し経験・尉駄樋灘…4至乃5謝劃一すれ闘物一番賄
なのが課る．
・1イ・グの良塒の園日脚響くするkC　tよ・観測禰糟取の轍に
12購出をする．境遇遠蹴動力・すと燦礎徽が概醐草野れる
斯撒轍の多くの1象は，2β禾少の酬をする聞の塞氣の半睡に匡附られ
る・然し之も室氣が鰍態で，鯛な1象が2β鵬れるので，外す徳もHi
回る．
眼亟騰賭は此のzaa利釜響きい・撮影家は必ず「盲滅法にやる」のであ
り謀判を信じ燧行ずるのである・斯くして瀬されたMlli，履・起鞭
かの瞬間の安定さを捉へて野営が得られる．
然し野州から肥し磐戸なものは・極めて辮腋現はして奨れるし，
叉之を永久に公平な記録として充分保存出．阿る．
然昨ら星灘へば詳細の腰にも著し畷化槻られる・之髄手妾の噸
観測に依って以前から知られて居る．、
例へば肋鋼の粗働彩色しない詳細ま糧一ltoものより1よ嘱糖瑚
照的であるし謀燦上の多くの鵜よりも一馴しいものである・糠は弟斡
冠を除くと2殆んど封照がなくて弱い三色であり，すっと明確に見難い．
豫期の如く，顛の場舗同課である・多くの詳細を現はす肋鮮・月露
眞は（勿論大望遠鏡では）撮り易い・シ1イングの好朕態にあっては，木星の
斑貼醐自に撮れるし・顯樋切に取扱ふ埴接に肉触りも蜘が掃
い．此の場合熔は一關難雄ナ象である・最良の場合でも火曜）像は隔
て小さく・倣の雛のwa1’Alet足貸ても眼硯的睨られる様な最も醐な鞠
は乾板一1・O微粒丁・・ic失はt・て居る一磁さの少な畷黙は・1枚の輸上諭
つた魚糊な像砒較してロ脱に誰明される様に・確實に記録さオしる・然し勲
の微粒子と・iイング不良の影響は・宗臓卜に於て旧く僅か降りであるカ・，之
を顯はして干る．
　然し之は数人の眼覗槻測者が認める様な鮮明なものであるか否かは，鳥目力、
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らは決定が出來ない．
　爲眞は眼で認められない他の鮎を訓へて昊れる．色のフィルタ1や現在利fi∫
されて居る多種の乾板を使って，色々と異った色の光線を分析出町る．又野際
普通の覗畳の範園外にある赤外や墓外光線をも分析出來る．庇の：方法を月に試
みた場合には新しい事が殆んど鐸って居らない．
　但し此の場合は，ウッド教授が何年か以前に行ったのであるが，墓外光線で
表面が極めて暗く撮れたのを認め，叉地球の岩石が同様に行った硫黄で淡く色
づけられて居るのを認知したのみであった．
　然し乍ら火星は異った色の光を用ふと極めて違った像を現はす．濃い赤色光
線では，大きな表面の斑黙は眼で見るよりも一暦封照をなして強く現はれる
し，黄色光線では牛耳は少なく，緑色光線では詳細は大回淡くなり，青色と黄
色光線では永久的な斑瓢は普通全く認められないのである．
　此の場合複雑な不規則な斑鮎は青色爲眞に現はれるが，夜毎の攣化は，同夜
に撮った露出の一致に依って，其の時に本鞘に實在したのを現はすめである．
　街ぼ極冠は例外であって，赤色と重色光線ではよく現はれる．然し青色光線
では四々一領大きく目立って解る．
　勿論此の事實の解繹に就ては更に説明を要する．
　永久的な斑黙は火星の表面に附難して居るに：相違ない．5く丁度極冠の様に，
峻慢な四季の攣移を現はして，1日1千哩を横断し翌日に消えて了ふ様な斑瓢は
火星の大関学で起るに相違ないし，叉雲や寵と同様なものであるに相違ない．
　白色の標準的な雲はどの色彩も等しく充分に凡ての色kの光線を反射し，叉
黄色光線で現はれる．彼様な物象は火星上では時々観測される．
　然し多くの指窓は唯青色光線のみに現はれるから，青味がかった露の様な性
質のものに相違ない．鮮色経学上の極冠の振がりは・自然に雲を園む竈に依っ
て論評される．叉後者のみは赤色光線で観測出來る．
　然し乍ら青鳥眞上の表面斑貼の消滅は憤りに潜時ではない．9il　S之には少く
とも2つの可能性がある．
　1つは，火星の赤味がかった表面の實際の色彩と表面上の線がかった友色の
斑鐵とは，赤色光線では前者は後者よりも一回明るく，一一tJ青色光線では赤は
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大zzsの明るさ歓って・殆んど凹型さな曜度である澗ほ1つは吠
脚繍は詠鰍畷色醐朧酬ではある肺ども・働て馳撫に
濃厚に霞んで居る．叉一って馬面の詳細さを不明瞭にして居る．
同等の2っの内1つを興するには確乎たる決定が之迄は不可能であった．
然し・ライ・・’博士の1937年頃観測は確定白田である・五月20口と21日に，大。
ルチスは像の中心に近く澱も「．1立つた四脚観はして居る・i“・色光辛・鞠
つた顧は・之を魚隅隅はして居り・・ライフア博士は「スペクト・・のどの
紛が韻の撮影に棚1された力蜘らないとすれば・旭の緬呪＝色像と
、審易に見黒まる」と謂って居る程である．
湖23日と24昨も欄眞が撮られたが・此ots7R　vaは明瞭さは減帆・たも
の・，）・’ルチスはが現れて居る・動座じ継鏡と色物スクリ・を川ひ，　1、d
じ蹴を含んだコロヂオン液鞭って，四月20　UVこ撮った額では・シ・しチス
の痕跡は認められない．
鴫欄の霞がかりた紛・・白立つ認る・眼醐則1でも，黄鰍軌
線で撮つ鳩眞も，賦すべき靴1ま1っも・暗い雌には起らなかつt…rl、
現はt’て居る・又1ケ肋期1間の中に・畑の繍が榔隼的舗の霞がカ・・）、tc
歌態から，未曾有の明瞭さに攣化したのは疑問を挾む絵地がない．
　　斯くし越し耀の不嚇でない如槻られるとすれば，糧一しの鞠
は，恐らく艶や赤色に於けるよりも堂欄唄いけれども・常に絶光線で容
易く撮れるものとの結論が下せる．
普通難卵色光判こ依ってのみ髄される繍のgeeは地球上で断・・際，
赤色一光線の鵬を貫通する可能性を思ひ起させる．
然し熔の繍の糟さは地球・よりも大である・此綱じスベクト・La・脇
を使って・スラィフフ’は地球の同質び）繍の撚に等しい繍の遡釜三って
（自llち吾々と天預との聞にある塞氣量），地球上の景色を撮って見た．
地球」・va一あるより以上に火星一ヒに1腸哩以上の糧の繍が實際に三三す
るのは極めて不確實である．
嘱儲味を御て居るのは・火星の大氣が特長の散在と・驚くべき吸牧
樋口∫能とする鯛」紛離したある種の物質で満諒て居る事である．ilLv）物
天界219　　　　　　　　火星の新しい謎　　　　　　　　　267
質は何であるかに就いては，吾々の知る限りではない．
　然し現在では，時々其の大部分が火星の大氣から消滅するので謬って居る．
　スライフアは以前に時折，青色光線の透明さは此の三三にある程，彼様に注
目すべき者では決して無いが，増加した事を旧いて居る．
　此の露は何であるかア少くとも，何であb得るか？叉如何にして時々漕滅す
るかは，一吾々は其の解明に大きな期待を持って居るのだが一物理學者と
物理，化三者とに充分に興味を抱き得る問題ではある．
　三河の實在に就いても，疑問黙を凹む門地はあり得ない．
　例へば，筆者は1937年五月にフラグスタフを訪れた際，シ1イング不良の夜
であったにも關はらす，極めて濃い遡河を解明も槻湖した．運河が鮮明な細線
であったか否かが諜る程，充分良好な歌態ではなかったが，代表的なスケッチ・
と比較して見て，蓮河の淡さは明白であった．
　然し乍ら斯く2，3語の設明に依って，何故スケッチが，最早正確は期し得ら
れないが，一面「實在的な」表現以上に観測事實を記録するに當って，一段と
心切安當な：方法を與へて呉れるものであるかを示レ得られる事が希求されると
思ふ．（ロ；ド・アイランド州のゼイムス町にて一Scientific　American誌より）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐登兇繹）
　　　　　　　　　捺　　　　★　　　　☆　　　　★
　　　　　　　　　　　　7マイル殖えた金星の直径
　新しV・槻測の結果，金星の直挫は從來考へられてるたよりも7マイルだけ大
きV・ことが分り，二って重量も12，000，000，000，000，000，000トンだけ増加するこ
ととなった．この新しい搬見をもたらしたのはアメリカのワシントン州海軍天
文裏のH．モルガンおよびF・スコットの雨博士で，爾博士は金星の引力がほ
かならぬ地球の運動の上におよぼす影響を精密に研究した結果この数字を得た
のであった。新しい計算によるとさらに：金星と太陽の重量の比も從來信ぜられ
てるた如く1封408，000ではなく1　＊i　407，000であることが明かとなった．そ
してこのことはわが地球とほy“大きさの旧いρ金星が，重量の瓢では地球より
も幾分重いことを示すものである．
